提言「だれもが独りにならない地域社会をめざして　～さらなる多様なつながりによる教育コミュニティづくり～

【目的】
市町村で地域の実情に合わせて、地域にあるさまざまな課題（障がい者や高齢者の問題等）の解決に向け、できること気になることから
始める人を増やすための具体的方策を提案する。
【市町村行政への提案】

①学校・家庭・地域の協働のさらなる進展に向けた条件整備　
②地域課題の解決に向けて、多様な活動主体と連携した取組みの推進
③地域のネットワークの核となるための公民館等社会教育施設の機能の充実
【「市町村での取り組みが進むよう」大阪府に提案すること】

Ⅰ　市町村社会教育関係職員や地域人材に対する研修の実施　

Ⅱ　府内の学びと実践が繰り返されている事例の収集と発信
○大阪府の具現化の取組み（下記の①～③の番号は市町村行政に求めることに対応）
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平成27年１月提言の具現化の進捗状況について








１．市町村社会教育関係職員や地域人材に対する研修の実施


①　大阪府地域コーディネーターの養成を平成28年2月以降に実施予定（主な対象：現在各地域で学校支援や放課後子ども教室に関わっている方）


各地域で活動の推進役となる新たな人材の拡充を図り、教育コミュニティづくりを活性化するため、コーディネーターの役割や実践スキル学


ぶ研修を実施。（府内で100人を養成する予定）


②　大阪府社会教育研究会議を実施（主な対象：市町村社会教育委員）


　　学びを実践につなげている事例報告を行い、その事例を参考にして、地域課題に対する関心を高め、活動者を増やすために社会教育委員として


できることやるべきことなどを協議する研修を実施。


②　人権教育セミナーを平成28年1月に実施予定（主な対象：社会教育行政職員、公民館等社会教育施設職員）


地域の様々な課題を整理し、その中に潜む人権課題を見抜く力を高めるとともに、地域の人が地域における身近な人権課題に「気づき、学び」課題解決に向けて、行動（「実践」）していく力を身に付けるための取り組みを企画・運営できる力の向上を図る研修を実施。


②③大阪教育大学が主催する「学び合い講座」の１講座として研修を平成２７年１１月に実施（主な対象：公民館等職員）


公民館等で実施する講座等で生み出される「学び」を「実践」につなげてもらえるよう、提言を題材に各施設や地域にすでにある取組みを


捉え直し、次の「実践」につなげる研修を実施。





２．府内の学びと実践が繰り返されている事例の収集と発信


　　① 学校支援 、放課後子ども教室や家庭教育支援に関わる市町村の取組み事例を収集し、取材に出向き、随時事例を当課ホームページに掲載。


　　　（平成27年度 11事例掲載 12月10日現在 ）


② 市町村社会教育主管課に平成 27 年10月に学びと実践が繰り返されている事例を収集中、収集した20事例のうち６事例程度を各市町村に聞


き取り調査を行い、平成27年度内に当課ホームページに掲載するとともに、当課主催の研修等の中で情報提供するとともに事例を題材にして　　　


意見交換を実施。








